

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































るだけでも、そこには area とか region とか zone とか、かなり内容を異にする
「地域」が姿を見せることになるからであり、おそらく昨今の私たちであれば、



































も、それが area であるのか region であるのか、はたまた community であるの
かは、おそらく担当教員の意識次第で、てんでん、ばらばらの状態なのではなか
ろうか。おまけに、それは漢字の「和歌山」であったり、平仮名の「わかやま」
であったり、場合によっては「紀州」であったり「熊野」であったり、いっこう
に収束の付かない、下手をすると、烏合の衆の集まりに堕し兼ねないから困った
話である。
　また、その先に姿を見せるのが、もっと大きな、例えば日本海や太平洋や、あ
るいはアジアやアフリカや、このような海や大陸をも相手とし、対象とする、
はなはだ広範囲の、包括的な「地域学」や「地域研究」であって、ここまで来る
と、もはや「地域」の金看板を掲げている学問や研究に出会したら、その際には
早速、眉に唾でも付けて、古めかしいお
・
ま
・
じ
・
な
・
い
・
の一つをも、するに越したこと
はないのかも知れないし、それを一概に俗信と決め付けて、これを非難したり、
馬鹿にしたりすることは出来ないような気もしてくるから、これは何とも、さら
に困った話である。とは言っても、そこで私たちが単純に、これらの「地域学」
や「地域研究」の、いずれかの立場を選び、その内容や方法を限定することが叶
うのであれば、それは至極、有り難い話ではあろうが、残念ながら、そのような
取捨選択をするほどの自由も、その裁量も、私たちには許されていないのが実情
である。
　と、このようにして振り返ると、おそらく「地域」という語ほど昨今の、私た
ちにとっての手
・
枷
・
や足
・
枷
・
はなく、それゆえ、それは私たちにとっての最大の難
・
物
・
でもありえたのであるけれども、意外や意外、それは見方を変えれば、これまで
本稿が論じてきたような、実は百年前の、この国の置かれていた状況と通じ合う
面をも兼ね備えていたのであって、そこでは「地域」や、その「地域」と結び付
いた「文化」や「教養」から、新しい社
・
会
・
変
・
革
・
の風が立ち、それが一種の若
・
者
・
運
・
動
・
の形をも取って、あの「時代閉塞の現状」（石
いし
川
かわ
啄
たく
木
ぼく
）を打ち破るような、束
の間の息吹を醸し出していた頃でもあった訳である。そして、それを『日本国語
大辞典』は前述の通り、広く「自然に対して、学問・芸術・道徳・宗教など、人
間の精神の働きによってつくり出され、人間生活を高めてゆく上の新しい価値を
生み出してゆくもの」と位置づけ、きわめて高らかに、その人
・
間
・
的
・
価
・
値
・
を称揚し
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ていた次第。
　とは言っても、そのような「文化」や「教養」が百年前には、いとも容易に身
を持ち崩し、それが単に「便利である、ハイカラ・モダンである、新式であるの
意を表わす語」へと堕落してしまったことも、これまた『日本国語大辞典』は
指摘していたのであり、そこに私たちが、当時の「世界戦争」（World War）や
「世界恐慌」（World Depression）や、これらの破局（カタストロフ）を並べ立
て、そのことで暗に言い逃れをすることが許されうるのかは、むしろ百年後の
私たちにこそ、問い掛けられている問題であったのではなかろうか。その点、何
とも因果なことに、ふたたび私たちに突き付けられているのは、その「文化」や
「教養」が本当に、そもそも「地域」と相性の好いものであるのかどうか、それ
とも、それは過去の話に過ぎず、もはや現在の、ましてや未来の、私たちには通
用しない話であるのかどうか、要するに、それは文字どおりの正
・
念
・
場
・
の問い掛け
なのである。
